
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015年 3月 15日（日）

受付開始（9：30～）

セッション1 ゴルファーの障害予防とスイングパフォーマンス向上のための

コンディショニング

座長：西中直也（昭和大学藤が丘病院）

1 リアライン・ゴルフ®の概要とその実例紹介

蒲田和芳 広島国際大学リハビリテーション学科　准教授　学術博士・理学療法士

2 出産前後の女子プロゴルファーにおけるトレーニング 

栗田興司 フィジカルコンディショニングプロモーション代表　パーソナルトレーナー

3 ゴルファーとして感じた身体機能的な問題に対して取り組んだトレーニング

竹内弓美子 キャナリープランニング　代表　ゴルフコーチ　プロゴルファー

ランチタイムスペシャルセッション

4 ゴルファーにみられる上腕骨外側上顆炎の診断、手術適応と手術手技の実際

西中直也 昭和大学藤が丘病院　整形外科

5 プロゴルファーにおける上肢障害とその対策 ―私の考えはこうだ―

菅谷啓之 船橋整形外科病院　肩関節・肘関節センター長

ランチセッション

科学でカラダをガードするREGUARD

(株)　アルケア

セッション2 日本のゴルフ現場と医療現場の関わり

座長：江連智史（船橋整形外科病院　理学療法士）

6 日本ゴルフ界の現状 　～男子トッププロゴルファーの障害とその管理について～ 

布袋屋浩 本庄総合病院整形外科　日本ゴルフツアー機構指定医師

セッション3 ゴルフスイング、身体機能そして障害

座長：菅谷啓之（船橋整形外科病院　肩関節・肘関節センター長）

7 ゴルファーに対する理学療法　～私が求めた身体機能、体幹機能～

鈴木貞興 昭和大学藤が丘リハビリテーション病院　理学療法士

8 肩の手術を経験して ～プロゴルファーが考えるリハビリテーションの重要性～ 

新坂上ゆう子 プロゴルファー

9 ゴルフのリハビリテーション  ～フィジカルタイプを意識したアプローチ法～

江連智史 船橋整形外科病院　理学療法士
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日時：2015 年 3 月 15 日（日）  会場：昭和大学江東豊洲病院 会議室 

 

 

 


